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519　　99MTc－MAG3を使用した腎動態シンチグラフ

ィの臨床的検討

守谷悦男、川上憲司（慈恵医大　放）大石幸彦（同　泌）

　有効腎血漿流量を反映する新しい薬剤である99mTc－

MAG3［MAG］の腎腫瘍、尿管結石における有用性を検

討した。

　対象は15名（腎細胞癌4名、尿管結石6名、膀胱腫

瘍3名、他2名）である。MAG（300～400MBq＞を肘静

脈より急速注入した後、経時的撮像とデータ収集を行っ

た。12’1－OIH［OIH］（74MBq）を対照とした。

　腎癌症例において腫瘍部の血流状態、形状、範囲等は

MAGで明瞭に描出され、ほとんどの症例でOIHより優

れていた。結石症例でも水腎の状態や尿管像の描出が

OIHより優れていた。レノグラムでの排泄はMAGが早

い傾向を示した。これらの結果からMAGは、腫瘍部血

流状態や形状、範囲を把握するのに有用と考えられた。

520　　　ggmTc．MAG3、　i、，1－olH、　ggmTc．．DTpAの腎にお

ける抽出率（Extraction　Fraction）の相違
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　近位尿細管分泌物質である99mTc－MAG，、1231－OIHと糸

球体濾過物質である99mTc－DTPAの一回循環時の腎におけ

る抽出率（Extraction　Fraction：EF）を、　Patlak　Plot

法であるgraphical　analysisを用いて求めた。腎におけ

る99mTc－MAG3のEF値はi231－OIHの0．84±0．22倍と低い値

を示したが、腎クリアランス（ERPF）値の低下に伴い、

両物質の値は低下した。逆に、99mTc－DTPAのEF値はクリ

アランス値の低下に伴い増加した。また関心領域を腎全

体と皮質に設定した場合とでは、皮質に設定した方がEF

は、MAG，、　OIHの場合やや高値を、　DTPAの場合やや低値

を示した。以上、EF値測定は尿細管分泌または糸球体濾

過機能を直接評価する一指標として有効と思われた。

521　　ERPF算定法：・9・Tc．MAG　3と1231－olHの比較
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　99mTC－MAG　3（MAG　3）はi231－OIH（OIH）と同様な体内

動態を示し、その腎シンチイメージの画質は従来のアイ

ソトープより良好とされている。そこで本薬剤がERPF算

定にも有効かどうかの検討を試みた。腎疾患患者10例を

対象とし、constant　infusion　techniqueによるパラアミノ馬

尿酸クリアランス（C　PAH）と同時にMAG　3による腎動態検

査を行い、1週以内にOIHによる腎動態検査を行った。

C　PAHとMAG　3腎摂取率の相関は1～2分でr＝0．48、1．5～

2．0分でr＝0．48と低かった。一方、C　PAHとOIH腎摂取率

の相関は1～2分でr＝0．80、1．5～2．5分でr＝0．75と良好で

あった。MAG　3はERPF算定に関してはOIHよりや・劣る

薬剤ではないかと考えられた。

522　　　PETによる腎血流量（RBF）と、1・・lIoIH

レノグラムによる有効腎血漿流量（ERPF）との比較
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　私たちは、123101Hによるレノグラムと、　H2150

によるPE　Tstudyを行い、9例17腎に対し、1　L’　3101H

による有効腎血漿流量（ERPF）と、　P　ETによる腎血流量

（RBF）を測定した。　ERPFの測定は、　Schlege　1法、　Tauxeの

・一
回採血法の両法を行った。RBFの測定は、　H　L・　15　（）の急

速静注後、5分間のdyna■ic　scanと9点の動脈採血から

最小二乗法で算出した。なお、比較のため、腎血流量（R

BF）はHtを用いて腎血漿流量（RPF）に換算した，，その結果、

Schlege1法一PETではy＝＝O．92X＋1．5（r　O．92，　p〈0．001）、

Tauxe法一PETではY　・・　O．　90X－0．2（r　O．80，　p〈0．001）と、

ERPFかやや過大評価されていたが、よく相関していた。

523　　　腎血管性高血圧におけるアスピリン負荷レノ

グラムの有用性
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　腎血管性高血圧の狭窄腎におけるプロスタグランディ

ンの関与に注目し、アスピリンを用いたレノグラムによ

る診断の有用性について検討した。　対象は、腎動脈狭

窄を有する高血圧患者10例で、12⑨1－OIHをtracerとして

レノグラムを以下3回施行した。　（1）コントロール

　（2）アスピリ20mg／kg投与後（3）カプトプリル50mg投与

後。　アスピリン投与後のレノグラムでは、通常のレノ

グラム、あるいはカプトプリル投与後のレノグラムで検

出し得なかった腎動脈狭窄が検出可能となった。

12SI－OIHを用いたレノグラムはアスピリンの前投与を行

うことにより、腎血管性高血圧の診断においてより有用

な方法となり得ると考えられる。

524　　　1RMA法による血中活性型レニン濃度測定法

に関する検討
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　血漿レニン活性の測定は臨床的に広く活用されている

が、最近ではヒト活性型レニン濃度をIRMA法で測定する

方法が注目されている。我々は現在入手可能なA、B2

種類のIRMA法につき比較検討した。最小検出感度はAが

2．5pg／ml、　Bが1．6μU／mlであった。回収試験、希釈試験、

再現性等の基礎的検討ではいずれも満足できる結果が得

られた。健常人における空腹時安静臥位30分後の測定値

は、Aで平均11．9±1．8pg／皿1、Bで平均26．2±8．9μU／mlで

あった。他方、随時立位～坐位2時間後の測定値はAで平

均17．5±3．Opg／ol、Bで平均36．9±16．2μU／皿1と何れも随

時立位～坐位2時間後で有意に高値を示した。またA、B

両測定値間でr＝＋O．　985と良好な相関関係が得られた。
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